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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 248,634 7.0 2,210 △57.8 3,078 △50.3 1,494 △54.5
24年3月期第3四半期 232,280 90.9 5,234 30.6 6,193 28.2 3,283 14.7

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 5,794百万円 （123.7％） 24年3月期第3四半期 2,590百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 35.44 ―
24年3月期第3四半期 77.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 165,068 87,022 36.6 1,432.96
24年3月期 151,115 79,558 38.2 1,368.47
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  60,428百万円 24年3月期  57,708百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
25年3月期 ― 9.00 ―
25年3月期（予想） 9.00 18.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 333,000 7.8 2,900 △53.8 3,800 △49.2 1,700 △32.7 40.31

YAS
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 2社 （社名） Yusen Logistics (China) Co.,Ltd. 他１社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 42,220,800 株 24年3月期 42,220,800 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 50,862 株 24年3月期 50,862 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 42,169,938 株 24年3月期3Q 42,170,048 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第３四半期の概況 

 当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日までの９ヶ月間）における経済は、欧州の

一部地域で懸念されていた財政破綻は回避されましたが、大きな改善が見られず厳しい状況が継続しました。米国

では雇用環境に緩やかな改善が続き個人消費も底堅く推移する等、穏やかながらも回復過程を辿りました。アジア

においては経済を牽引してきた中国やインド等の新興国においてその成長に減速が見られました。日本では、復興

需要はありましたが、世界経済の減速を背景とした輸出の減少により後退局面に入りました。 

 国際物流市場は、欧州向けを中心に低迷し、その他の地域においても総じて低調に推移しました。特に航空貨物

においては日本発を筆頭に世界的に荷動きが停滞しました。 

 このような環境の下、当社グループの海上貨物取扱量は販売拡大政策や事業統合により増加しましたが、航空貨

物取扱量は世界的に力強さがみられなかったこともあり前年同四半期より減少しました。 

 これらの結果、営業収益は海上貨物取扱量の拡大及び事業統合により前年同四半期比7.0％増の248,634百万円と

なりましたが、営業利益は航空貨物取扱量の減少及び海上貨物の収益性低下により前年同四半期比57.8％減の

2,210百万円に留まりました。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

 航空貨物は、輸出において米州向けに自動車関連部品や航空機関連品の荷動きがありましたが、中国や欧州向

けを中心に低調に推移し、取扱重量は前年同四半期比12.3％減となりました。輸入では医療機器関連品等の取扱

いがあったものの、取扱件数は前年同四半期比0.6％減となりました。 

 海上貨物は、輸出で販売拡大政策に加え工作機械等の出荷もあり、取扱TEUは前年同四半期比12.7％増となり

ました。輸入では自動車関連部品や衣料品等の荷動きがありましたが、取扱件数は前年同四半期比0.2％増に留

まりました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は57,310百万円（前年同四半期比9.7％減）、セグメント利

益（営業利益）は276百万円（同74.8％減）となりました。 

  

２．米州 

 航空貨物は、輸出で医療機器関連品等の荷動きがあり、取扱重量は前年同四半期比3.6％増となりました。輸

入では日本発の自動車関連部品、航空機関連品等の取扱いが増加し、取扱件数は前年同四半期比5.2％増となり

ました。 

 海上貨物は、輸出において自動車関連部品の出荷等があり、取扱TEUは前年同四半期比4.1％増となりました。

輸入はアジアからの消費財関連の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比5.0％増となりました。 

 ロジスティクスは、個人消費の回復を背景とした消費財関連の取扱いが増加した事に加え、コスト削減により

損益は改善しました。 

 これらの結果、営業収益は55,576百万円（前年同四半期比3.3％増）、セグメント利益（営業利益）は118百万

円（前年同四半期はセグメント損失46百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第３四半期が79.75円、前年同四半期が79.33円であります。 

  

３．欧州 

 航空貨物は、輸出において電子・電気機器関連品等の出荷の他に季節商品の荷動きもあり、取扱重量は前年同

四半期比8.2％増となりました。輸入では欧州経済の低迷を背景に荷動きは総じて低調な状況が継続しており、

取扱件数は前年同四半期比15.2％減となりました。 

 海上貨物は、輸出で消費財関連や自動車関連部品の荷動きもあり、取扱TEUは前年同四半期比6.8％増となりま

した。輸入は航空貨物同様に欧州経済の影響により、取扱件数は前年同四半期比1.2％減となりました。 

 ロジスティクスは、季節的要因や地域差があるものの、自動車関連部品や電子・電気機器関連品等を中心に販

売が堅調に推移しました。 

 これらの結果、営業収益は54,908百万円（前年同四半期比6.8％減）、セグメント利益（営業利益）は198百万

円（同76.6％減）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第３四半期が101.97円、前年同四半期が112.50円であります。 

  

４．東アジア 

 航空貨物は、輸出において電子・電気機器関連品等を中心に荷動きがあり、取扱重量は前年同四半期比3.2％

増となりました。輸入ではアジアからの液晶関連品の取扱いがあったものの、地域に偏りがあり盛況感は見られ

１．当四半期決算に関する定性的情報
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ず、取扱件数は前年同四半期比0.2％増に留まりました。 

 海上貨物は、輸出では中国の事業統合及び米国向けの消費財関連品等の出荷により、取扱TEUは前年同四半期

比100.7％増となりました。輸入は日本発の工作機械等の取扱いがあり、取扱件数は前年同四半期比24.8％増と

なりました。一方、当第３四半期（３ヶ月）の仕入れ環境については、期初より大きな変化は見られませんでし

た。 

 ロジスティクスは、中国における事業統合により販売が増加しましたが、コスト削減は十分に進みませんでし

た。 

 これらの結果、営業収益は40,524百万円（前年同四半期比38.1％増）、セグメント損失（営業損失）は550百

万円（前年同四半期はセグメント利益1,961百万円）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア 

 航空貨物は、輸出においてマレーシア法人の連結化や自動車関連部品等の荷動きもあり、取扱重量は前年同四

半期比2.2％増となりました。輸入でも輸出同様に法人の連結化が寄与し、取扱件数は前年同四半期比10.4％増

となりました。 

 海上貨物は、輸出では自動車関連部品等の取扱いや事業統合により、取扱TEUは前年同四半期比50.4％増とな

りました。輸入は事業統合に加え消費財関連等の取扱いもあり、取扱件数は前年同四半期比118.8％増となりま

した。 

 ロジスティクスにおいても、事業統合が寄与し、自動車関連部品等の取扱いが拡大し販売が増加しました。 

 これらの結果、営業収益は43,553百万円（前年同四半期比46.9％増）、セグメント利益（営業利益）は2,393

百万円（同58.4％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は165,068百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,953百万円、 

9.2％の増加となりました。これは、投資その他の資産のその他が945百万円減少した一方で、受取手形及び営業未

収入金が7,153百万円、流動資産のその他が2,112百万円、有形固定資産が6,072百万円増加したことが主な要因で

す。 

 負債は78,046百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,489百万円、9.1％の増加となりました。これは、支払手

形及び営業未払金が4,443百万円、流動負債のその他が3,005百万円それぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金や為替換算調整勘定の増加等により87,022百万円となり、自己資本比率は36.6％となりまし

た。   

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、6,843百万円の営業活

動による収入、6,724百万円の投資活動による支出、及び2,418百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響

を加味した結果、前連結会計年度末に比べ1,426百万円減少し22,220百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は6,843百万円（前年同四半期比4,612百万円

増）となりました。 

 これは主に法人税等の支払額1,707百万円（前年同四半期比656百万円減）を計上した一方で、税金等調整前四半

期純利益4,207百万円（同2,458百万円減）、減価償却費3,440百万円（同312百万円増）及びその他の増加額1,504

百万円（前年同四半期はその他の減少額660百万円）を計上したこと等によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は6,724百万円（前年同四半期比6,396百万円

減）となりました。 

 これは主に子会社株式の取得による支出2,112百万円及び固定資産の取得による支出4,367百万円（前年同四半期

比1,858百万円増）を計上したこと等によります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は2,418百万円（前年同四半期は2,800百万円の

収入）となりました。 

 これは主に短期借入金の純増加額572百万円（前年同四半期比349百万円減）を計上した一方で、長期借入金の返

済による支出1,242百万円（同214百万円増）、配当金の支払額790百万円（同０百万円減）及び少数株主への配当

金の支払額725百万円（同589百万円増）を計上したこと等によります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年10月31日に公表いたしました平成25年３月期通期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）の連結業績予

想を以下のとおり修正いたします。 

  

① 通期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）の連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円未満四捨五入）

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

②修正の理由 

 当第３四半期は、日本発の輸出航空貨物取扱量が大幅に減少する等、荷動きは世界的に計画を下回るものとなり

ました。また、欧州経済の低迷やアジアでの景気減速感からロジスティクスにおいても季節的な力強さは見られま

せんでした。 

 今後も厳しい環境が継続するものと予想されることから、通期の業績を以上のとおり修正いたします。  

   

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成24年10月31日発表) 

百万円 

 333,000

百万円 

 4,000

百万円 

 4,900

百万円 

 2,200

円 銭 

 52.17

 今回修正予想(B)  333,000  2,900  3,800  1,700  40.31

 増減額(B)-(A)  －  △1,100  △1,100  △500  －

 増減率  － △27.5％ △22.4％ △22.7％  －

（参考）前期実績 

 （平成24年３月期）  309,004  6,272  7,485  2,526  59.91
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 TASCO Berhadは、株式の追加取得により持分法適用関連会社から連結子会社となったため、第１四半期連結会計

期間において連結の範囲に含めております。 

 また、平成24年４月27日付で「日本郵船と郵船ロジスティクスの海外事業統合に関する実施状況について（最

終）」において公表しましたとおり、当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰

三。以下、日本郵船という。）は、物流事業の再編と統合を実施いたしました。日本郵船の連結子会社の持分取得

の結果、Yusen Logistics (China) Co.,Ltd.を第１四半期連結会計期間において連結の範囲に含めております。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更   

 （減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ11百万円増加しております。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,709 23,806

受取手形及び営業未収入金 61,837 68,990

貯蔵品 153 185

繰延税金資産 1,471 1,484

その他 6,715 8,827

貸倒引当金 △978 △911

流動資産合計 93,907 102,381

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,852 39,782

減価償却累計額 △15,784 △17,852

建物及び構築物（純額） 20,068 21,930

機械装置及び運搬具 13,118 17,445

減価償却累計額 △9,460 △12,133

機械装置及び運搬具（純額） 3,658 5,312

工具、器具及び備品 10,116 12,639

減価償却累計額 △7,269 △8,763

工具、器具及び備品（純額） 2,847 3,876

土地 13,020 13,629

建設仮勘定 173 1,091

有形固定資産合計 39,766 45,838

無形固定資産   

のれん 2,881 3,029

その他 3,154 4,298

無形固定資産合計 6,035 7,327

投資その他の資産   

投資有価証券 3,504 2,788

繰延税金資産 2,546 2,313

その他 5,677 4,732

貸倒引当金 △320 △311

投資その他の資産合計 11,407 9,522

固定資産合計 57,208 62,687

資産合計 151,115 165,068
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 30,266 34,709

短期借入金 1,213 1,979

未払法人税等 1,212 850

繰延税金負債 350 368

賞与引当金 2,048 2,021

役員賞与引当金 － 69

独禁法関連引当金 1,268 1,336

その他 16,223 19,228

流動負債合計 52,580 60,560

固定負債   

長期借入金 12,160 12,119

繰延税金負債 304 390

退職給付引当金 4,046 3,973

役員退職慰労引当金 383 477

独禁法関連引当金 1,728 －

その他 356 527

固定負債合計 18,977 17,486

負債合計 71,557 78,046

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,456 57,241

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,421 66,206

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 154 76

在外子会社の年金債務調整額 △50 －

繰延ヘッジ損益 － △7

為替換算調整勘定 △7,817 △5,847

その他の包括利益累計額合計 △7,713 △5,778

少数株主持分 21,850 26,594

純資産合計 79,558 87,022

負債純資産合計 151,115 165,068
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

営業収益 232,280 248,634

営業原価 193,367 209,348

営業総利益 38,913 39,286

販売費及び一般管理費 33,679 37,076

営業利益 5,234 2,210

営業外収益   

受取利息 129 124

受取配当金 65 42

為替差益 463 351

持分法による投資利益 429 200

その他 313 572

営業外収益合計 1,399 1,289

営業外費用   

支払利息 193 185

固定資産除却損 38 29

その他 209 207

営業外費用合計 440 421

経常利益 6,193 3,078

特別利益   

投資有価証券売却益 38 －

会員権売却益 － 2

負ののれん発生益 498 1,314

特別利益合計 536 1,316

特別損失   

賃貸借契約解約損 － 79

退職給付制度終了損 － 108

投資有価証券評価損 32 －

固定資産売却損 27 －

会員権評価損 5 －

特別損失合計 64 187

税金等調整前四半期純利益 6,665 4,207

法人税等 2,427 1,487

少数株主損益調整前四半期純利益 4,238 2,720

少数株主利益 955 1,226

四半期純利益 3,283 1,494
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,238 2,720

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △53 △78

繰延ヘッジ損益 － △16

為替換算調整勘定 △4,651 2,823

持分法適用会社に対する持分相当額 △206 182

在外子会社の年金債務調整額 59 98

持分変動差額 3,203 65

その他の包括利益合計 △1,648 3,074

四半期包括利益 2,590 5,794

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,253 3,521

少数株主に係る四半期包括利益 △663 2,273
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,665 4,207

減価償却費 3,128 3,440

固定資産売却損益（△は益） △6 △107

固定資産除却損 38 29

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） △62 △771

持分法による投資損益（△は益） △429 △200

賞与引当金の増減額（△は減少） △263 △114

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 56 69

退職給付引当金の増減額（△は減少） 120 △128

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 94

貸倒引当金の増減額（△は減少） 95 △160

受取利息及び受取配当金 △194 △166

支払利息 193 185

為替差損益（△は益） 58 △20

投資有価証券評価損益（△は益） 32 －

会員権評価損 5 －

営業債権の増減額（△は増加） △3,574 752

営業債務の増減額（△は減少） △695 △75

その他 △660 1,504

小計 4,519 8,539

利息及び配当金の受取額 272 206

利息の支払額 △197 △195

法人税等の支払額 △2,363 △1,707

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,231 6,843

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,003 △1,500

定期預金の払戻による収入 1,628 1,178

貸付けによる支出 △131 △82

貸付金の回収による収入 1,212 32

固定資産の取得による支出 △2,509 △4,367

固定資産の売却による収入 587 214

投資有価証券の取得による支出 △82 △898

子会社株式の取得による支出 － △2,112

事業譲受による支出 △2,288 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 △10,599 △39

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入 － 458

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得に
よる収入 － 392

その他 65 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,120 △6,724
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 921 572

長期借入れによる収入 4,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,028 △1,242

リース債務の返済による支出 △167 △233

配当金の支払額 △790 △790

少数株主への配当金の支払額 △136 △725

その他 0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,800 △2,418

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,753 660

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,842 △1,639

現金及び現金同等物の期首残高 25,089 23,646

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 180 －

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 7,617 213

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,044 22,220
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該当事項はありません。 

   

   

該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△134百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

   当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の

再編と統合を実施いたしました。これにより、前連結会計年度の末日に比して、当第３四半期連結会計期

間末の「米州」、「欧州」及び「南アジア・オセアニア」の資産の金額が著しく変動しております。当第

３四半期連結会計期間の末日における当該セグメントの資産の金額は、「米州」が21,606百万円（前連結

会計年度比14,342百万円増）、「欧州」が34,950百万円（前連結会計年度比23,772百万円増）、「南アジ

ア・オセアニア」が31,541百万円（前連結会計年度比19,503百万円増）であります。 

     

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△225百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  63,263  52,714  57,922  28,928  29,453 232,280  －  232,280

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 206  1,100  971  417  188  2,882  △2,882  －

計  63,469  53,814 58,893  29,345  29,641  235,162  △2,882  232,280

セグメント利益又は損失（△）  1,096  △46  846  1,961  1,511  5,368  △134  5,234

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  56,990  54,458  54,091  39,872  43,223  248,634  －  248,634

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 320  1,118  817  652  330  3,237  △3,237  －

計  57,310  55,576  54,908  40,524  43,553  251,871  △3,237  248,634

セグメント利益又は損失（△）  276  118  198  △550  2,393  2,435  △225  2,210
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

  （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

 当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再

編と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,314百万円を当第３四半期連結累計期間に

おいて特別利益に計上しております。   
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